
大学医師

～当院の外来休診日～　・第1・3土曜日　・日曜、祝祭日　・土曜の午後　・年末年始（12／30～1／3）　・創立記念日の午後（5月 22 日）　・8月13日

１3：00～16：00

午　前

午後※
耳鼻咽喉科 大学医師大学医師

ー 大学医師 大学医師 大学医師ーーー
ー

ー
ーー

※午後（水・金）の診療時間は13：30～16：00

　8：30～11：00

１3：00～16：30

午　前

午後※
歯科口腔外科 ＊岡野大学医師

岡　野 岡　野 岡　野 岡　野岡　野岡　野岡　野
岡　野

岡　野
岡　野岡　野

※午後の診療時間は14：00～16：30　＊第4金曜日午後休診

　8：30～11：30

午　前泌尿器科 ー ー

ー

ー

午　前眼　　科 大学医師大学医師大学医師ー大学医師

※土曜日診療医師は交代

　8：30～11：30

ー

午　前外科・肛門科 大学医師※2
畠　山 渡　邊 畠　山 渡　邊

ー

小　林渡　邊
小林※2

小　林
渡邊※3飯合※1

※1の診察は10：00から　※2の診察は11：00から　※3の診察は10：30から
　8：30～11：30

大学医師ー大学医師ー　8：30～11：30

午　前皮 膚 科 坂　本 ー

ー

ー

ー坂　本坂　本ー　8：30～11：30

午　前
産婦人科

西　山 西　山 西　山 西　山西　山西　山西　山西　山　8：30～11：30

午　前脳 外 科 ー ーーーー　8：30～11：00

午後※
西　山 ー西　山西　山ー

１3：00～16：30
※午後（火～木）の診療時間は14：00～16：30

時間帯診療科 金 第2土 第5土第4土木水火月受付時間

午　前整形外科
鈴木（順） 鈴木（順）※  湊※  外山※鈴木（順）鈴木（順）外　山鈴木（順）
外　山湊外　山湊湊

　8：30～11：30

夕方※

午後※

内　科
〈　〉は専門外来

15：30～16：30

予約制

午　前 8：30～11：30

※夕方（月・水・金）の診療時間は16：00～

※霜鳥医師・小柳医師・大澤医師の診察は9：30から

寺　田 坂井／霜鳥 大澤／小柳

※午後（月～金）の診療時間は13：30～16：00
※火曜（小柳医師）は隔週

大学医師〈睡眠時無呼吸症候群（SAS）外来〉

ー ー

ー ーー

ー

岡　田

ー

風　間
小　柳 大　澤 ー小柳※ ー

ー ーー ーー

寺　田 霜鳥※ 寺　田寺　田 寺　田 寺　田寺　田

藤　田 藤　田藤　田 藤　田

大澤※ 小柳※ 小柳※大澤※ 小柳※
大学医師 大学医師 大学医師坂　井 坂　井

風　間 上　原 鈴木（裕）鈴木（裕） 上　原 上　原

霜鳥※
岡　田 ー ーー 岡　田 星　野星　野 ー
ー 中　俣 ーー ー ーー ー

霜鳥※
ー

大澤※

ー

大澤※
鈴木（裕）大学医師

ー ー 坂　井ー
霜　鳥 ー ー寺　田 寺　田

■ 新潟臨港病院 診療案内

　
「
ど
ん
だ
け
ー
」と
言
い
た
く
な
る
ほ

ど
続
い
た
猛
暑
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た

ら
、途
端
に
朝
晩
中
心
に
肌
寒
い
ほ
ど
の

気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。新
潟
の
秋
は
、

ほ
ん
の
束
の
間
…
。雪
が
降
り
出
す
ま
で

の
貴
重
な
時
間
を
、是
非
満
喫
し
た
い
も

の
で
す
。

　

そ
し
て
、今
年
の
広
報「
み
な
と
」の
発

行
は
、今
号
で
最
後
と
な
り
ま
す
。次
に

お
届
け
す
る
の
は
早
く
も
平
成
２
０
年
の

新
春
号
…
年
明
け
１
月
４
日
に
発
行
予

定
で
す
。「
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
」と
言
わ

ず
是
非
次
号
も
お
読
み
下
さ
い
。

　
（
本
年
最
終
号
な
の
で
、今
年
の
流
行

語
と
共
に
編
集
後
記
を
お
届
け
し
ま
し

た
…
早
っ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

ご意見・ご感想など大募集！

編
集
後
記

■発行 : 平成19年（2007年）10月25日
■編集 : 新潟臨港病院 広報委員会　
　〒950-0051 新潟市東区桃山町1丁目114番地3
　TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560
　URL http://www.rinko-hp.com
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当広報誌では、読者の皆さんからのご意見やご感想をお待ちしております。
お気軽に広報委員会までお寄せ下さい。

平成19年10月現在

・当日受付で2科受診される方は10：30までに受付においでください。

当院は（財）日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

渡邊※3 ー
畠　山

ー ー

ー ー

ー

古紙パルプ配合率70%再生紙を使用し、
環境にやさしい植物性大豆インキを使用しております

看護部長　田中　里子

臨港病院は看護師を募集しています

【給　与】
【待　遇】

【休　日】
【応　募】

経験年数・能力考慮、当院規定により優遇
昇給年１回、賞与年２回、各社会保険完備
交通費、住宅手当
４週7休、夏期、年末年始
電話またはメールでご連絡ください。
※日勤のみ・パートを希望する方も相談に応じます。

看護師募集看護師募集

TEL025-274-5331 担当  事務部  総務課

URL http://www.rinko-hp.com    E-mail  rh-master@rinko-hp.com

看護部の紹介
皆様こんにちは。
　当院の看護職員は、保健師、看護師、准看護師、看護補助者の総勢約１５０名で構成されており、
夜勤や当直、待機番などで２４時間切れ目のない連携を保っております。
　さて、看護師は夜勤をすることはよく知られているのですが、一般的にはどんな仕事をするのか
あまり知られていないと感じておりますので、少しお話したいと思います。
　仕事内容は大きく分けて２つあります。注射・点滴、検査の介助などの診療の補助業務と、個々
の疾患や状況に応じた日常生活の援助をする業務があります。具体的には清潔、食事、排泄、睡眠、
起きる（座る、立つ、歩く）などの援助や指導をします。業務内容は数多くありますが、それでも
私たちにできることはほんの少しだけで、患者様が本来持っている力を出していただけるようにお
手伝いするのが役割でもあります。
　そんな看護師は大変勉強家でもあります。当院の看護師も同様で、患者様の為にも自分の為にも
“エーンヤコラ”と看護部全職員には日々躍進の為、終わりのない研修制度が用意されております。
研修内容は看護部教育委員会が企画します。社会人としてのマナー、看護技術、研究、リーダーシッ
プなどなど。別名メビウスの輪（帯）などと称され疎まれていた時期もありましたが、最近は他の
職種からも協力をして頂いたりと研修にも幅がでて成長したように感じています。その結果は教育
委員会や患者様から評価して頂き、次のステップにつなげております。
　今後の課題として、人員の確保があげられますが、現状の職員を大切にし、またこれから就職希
望の看護師さんには、当院の地域性や良いところを感じていただけたらと思っています。
　最後に、常日頃から皆様のご意見やご指摘、お褒めのお言葉など、全て私たちの糧となっており
ます。どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

研修時の様子 看護研究発表会

･地域に貢献する病院
理　　念

基本方針
･地域に根ざしたトータル医療の提供
･生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
･予防医療の推進
･プライマリケアの実現
･ゆとりある空間の提供
･朗らかで明るい職場づくり
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副
院
長　

寺　

 

田　

治　

 

男

頑
張
ろ
う　

新
潟
！

　

新
潟
県
は
住
み
よ
い
と
こ
ろ
だ
。
面
積
は
大
き
く
産
物
に
も
恵
ま
れ
、
交
通
網

は
発
達
し
、
冬
の
お
天
気
を
除
け
ば
全
国
の
平
均
点
を
は
る
か
に
上
回
る
。

　

し
か
し
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
な
い
こ
と

に
も
な
る
。周
辺
の
ど
の
県
に
関
心
が
あ
る
か
・
親
し
み
を
感
じ
る
か
と
尋
ね
て
も
、

即
答
で
き
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。大
き
な
県
で
あ
り
な
が
ら
関
東
甲
信
越
で
あ
っ

た
り
、
東
北
7
県
、
北
陸
4
県
な
ど
ど
の
区
分
に
も
入
っ
て
し
ま
う
没
個
性
的
な

県
で
あ
る
。
関
東
甲
信
と
は
気
質
が
明
ら
か
に
違
い
、
富
山
・
石
川
・
福
井
と
は

文
化
圏
が
違
い
、
東
北
6
県
に
対
し
て
は
や
や
西
に
あ
る
だ
け
な
の
に
、
多
少
優

越
感
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
真
ん
中
の
新
潟
市
は
交
通
の
要
衝
・
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
政
令
指
定
都

市
と
し
て
益
々
発
展
す
る
だ
ろ
う
と
、
大
方
の
人
た
ち
は
思
っ
て
い
る
。
建
物
の

大
き
さ
や
数
、
店
舗
の
多
さ
賑
わ
い
か
ら
も
、
本
州
日
本
海
側
で
は
N
o
・
1
の

都
会
と
自
慢
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
内
容
と
将
来
性
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

新
潟
市
は
独
自
の
文
化
を
持
た
ず
、
目
指
す
の
は
差
し
詰
め
ミ
ニ
東
京
と
い
う

危
う
さ
を
感
じ
る
。
北
陸
新
幹
線
な
ど
将
来
の
発
展
性
を
先
読
み
し
て
の
こ
と
か
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
の
支
社
は
大
分
前
か
ら
、
日
本
海
側
の
拠
点
を
新
潟
か
ら
金

沢
に
移
し
て
い
る
。
先
日
金
沢
を
訪
れ
、
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
街
の
見
事
さ
に
（
新

潟
市
は
）
既
に
負
け
て
い
る
と
実
感
し
た
。
文
化
は
と
う
に
負
け
て
い
る
し
「
食
」

も
大
分
水
を
あ
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
伝
統
と
発
展
を
調
和
さ
せ
る
と
て
も
い
い
セ

ン
ス
を
も
っ
て
お
り
、
た
だ
目
新
し
い
も
の
や
は
っ
た
り
に
は
騙
さ
れ
な
い
の
だ
。

　

わ
が
県
は
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
東
北
7
県
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
か
ら
、
今
か
ら
山
形
県
・
福
島
県
と
手
を
組
ん
で
生
き
残
り
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。地
場
産
業
は
山
形
県
が
、地
域
医
療
は
福
島
県
が
頑
張
っ
て
い
る
。

新
潟
県
が
近
県
に
誇
れ
る
も
の
は
お
米
だ
け
?
な
け
れ
ば
何
か
を
造
ら
な
け
れ
ば
。

禅林寺 永観堂（京都市左京区）　撮影 : 霜鳥　孝 院長
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結
核
を
過
去
の
病
気
、
克
服
さ
れ
た

病
気
と
お
考
え
の
方
が
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
十
七
年
の
日

本
の
デ
ー
タ
を
み
ま
す
と
、
新
た
な
結

核
患
者
が
約
３
万
人
発
症
し
、
約
２
千

人
が
結
核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
１

日
平
均
で
は
新
規
患
者
が
約
８
０
人
、

結
核
死
が
約
６
人
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
少
な
い
数
字
で
し
ょ
う
か
？　

結
核
が
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
病
気

で
あ
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
結
核
の
感
染
と
結

核
が
な
く
な
ら
な
い
理
由
、
最
近
の
問

題
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

結
核
は
結
核
菌
と
い
う
目
に
み
え
な

い
ほ
ど
の
細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

ま
ず
、
結
核
菌
が
結
核
患
者
の
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
で
空
気
中
に
放
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
菌
を
他
者
が
吸
い
込
み
、
肺

の
末
梢
ま
で
達
し
、
増
殖
す
る
こ
と
で

感
染
が
成
立
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

空
気
の
換
気
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
れ

ば
、
大
抵
は
空
気
中
で
死
滅
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
吸
い
込
ん
で
も
大
部

分
は
鼻
腔
や
気
管
支
の
粘
膜
で
排
除
さ

れ
ま
す
。

　

不
幸
に
し
て
結
核
に
感
染
し
て
も
す

ぐ
に
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
発
病
す
る
人
は
約
１
割
程
度
で
、

免
疫
（
体
の
抵
抗
力
）
の
出
来
て
い
な

い
乳
幼
児
や
若
年
者
で
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
残
り
の
約
９
割
の
方
は

免
疫
の
働
き
で
結
核
菌
の
増
殖
は
抑
え

ら
れ
、す
ぐ
に
発
病
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

結
核
菌
は
死
滅
せ
ず
に
体
内
で
休
眠
状

態
と
な
り
、
そ
の
人
は
潜
在
感
染
者
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
潜
在
感
染
者
の

免
疫
力
が
低
下
す
る
と
、
結
核
菌
の
活

動
が
再
開
さ
れ
、
発
病
し
ま
す
。
最
近
、

増
加
し
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
潜
在

感
染
者
に
よ
る
発
病
で
す
。
結
核
流
行

期
に
若
い
頃
を
過
ご
し
た
高
齢
者
が
糖

尿
病
や
腎
障
害
を
合
併
し
た
り
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
や
抗
が
ん
剤
を
使
用
す
る
こ

と
な
ど
で
、
免
疫
が
低
下
し
た
時
に
発

病
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
結
核
は
な
く
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

結
核
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
効
果
が
，
子
供
の
粟
粒
結
核
や
髄
膜

炎
の
８
割
位
、
肺
結
核
の
５
割
位
を
防

ぐ
程
度
で
、
完
全
で
は
な
い
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
，二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、

結
核
は
発
病
し
て
も
症
状
が
軽
い
こ
と

が
多
く
、
受
診
が
遅
れ
、
そ
の
間
に
周

り
の
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
三
つ
目
の
理
由
と
し
て
は
、

い
つ
発
病
す
る
か
分
ら
な
い
潜
在
感
染

者
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
の
問
題
と
し
て
、
建
物
の
気
密

化
が
進
み
、
換
気
の
悪
い
部
屋
で
結
核

菌
が
長
い
間
，
空
中
を
浮
遊
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
人
口
が
密

集
す
る
大
都
市
で
は
不
特
定
多
数
へ
の

感
染
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
イ

ズ
の
拡
大
や
結
核
が
多
い
途
上
国
か
ら

の
渡
航
者
の
増
加
、
さ
ら
に
結
核
を
過

去
の
病
気
と
考
え
て
対
策
を
緩
め
れ
ば
、

結
核
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
個
人
的
な
対
策
と
し
て
、

咳
が
長
引
く
場
合
に
は
呼
吸
器
内
科
を

受
診
し
て
、
胸
部
Ⅹ
線
を
撮
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

内
科（
呼
吸
器
科
）医
師　

坂　

井　

邦　

彦

INFORMATION（お知らせ）

災害に備えてて！災害に備えて！

渡邊 隆興  医師（外科）

無 料 送 迎 車 運 行 中

１０月から、お世話になっております。

半年間の予定です。よろしくお願いし

ます。

当院では５月より主に外来患者様へのご案内を中心
に、地域のボランティアの方々が活動しています。
活動に加わって下さる新しいお仲間を募集しています。
・活動日数は週１日くらいから
・活動前の研修あり
詳しくは、医療相談室（ボランティア事務局）まで。

●新任医師をご紹介します ●病院ボランティア追加募集

そ
ん
な
結
核
の
話

ー
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
／
す
で
に
持
っ
て
い
る
／
罹
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

ー

当院では「病院～山の下～末広橋～桃山町～病院」の経路にて無料送迎車を運行しております。お気軽にご利用下さい。
●運行時間　月～土曜日（但、外来休診日は運休）
　　　　　　病院玄関前発8:30～13:30　( 約 15分間隔 )
●停車場所 ( 病院出発後の運行経路順 )
　　　　　　①桃山町：調剤薬局 前　　
　　　　　　②山の下：大阪屋末広店様 前
　　　　　　③末広橋：国道113号
　　　　　　　　　　　（ 東区役所駐車場の向かい側付近）
　　　　　　④北葉町：新発田信用金庫様 前
　　　　　　⑤秋葉通：割烹内田様 前　
　　　　　　⑥桃山町：JP新潟秋葉町郵便局様 前
　　　　　　⑦臨港病院玄関前

９月１３日（木）午後３時より、
平成１９年度２回目の防災訓練を
約１００名の参加で行ないました。
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シ
ョ
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あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　
　

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
つ
い
て
〜

健
康
コ
ラ
ム
3

　

当
院
は
病
床
1
9
9
床
と
人
工
透
析
30

床
を
有
す
る
医
療
施
設
で
す
。
ご
覧
の
写

真
の
よ
う
な
設
備
を
有
し
、
安
心
し
て
診

療
の
出
来
る
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
災
害
や
環
境
破
壊
が
重
要
視
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
当
院
も
、
重
要
な
設

備
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
に
集
約
し
ま
し
た
。

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
医
療
ガ
ス
、
消
防
、

空
調
設
備
等
常
に
状
態
を
監
視
し
、
適
正

な
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
12
月
22
日
の
新
潟
大
停
電
の

際
は
、
停
電
と
同
時
に
、
発
電
機
２
台
、

無
停
電
電
源
装
置
、
そ
の
他
す
べ
て
順
調

に
運
転
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
対
応
で
き
ま
し
た
。

患
者
様
、
職
員
の
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

人
工
透
析
は
水
を
必
要
と
す
る
施
設
で

１
日
20
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
道
水
が
必
要

で
す
。
常
時
、
非
常
用
の
水
道
水
を

１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
（
約
３
日
分
）
確

保
し
て
い
ま
す
。
対
応
い
か
ん
に
よ
り
、

生
命
に
か
か
わ
る
問
題
に
成
り
か
ね
な
い

と
、
日
ご
ろ
の
管
理
、
訓
練
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
１
日

２
、０
０
０
Ｋ
Ｗ
H
を
発
電
、
排
熱
を
給
湯
、

空
調
に
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
設
備
を
備
え
、
省
エ
ネ
、ＣＯ２

の
削
減
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
患
者
様
、
職
員
と
共
に
、
安
心

し
て
診
療
で
き
る
環
境
を
目
指
し
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
、｢メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
と

い
う
言
葉
を
テ
レ
ビ
の
健
康
番
組
な
ど
で
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
」と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、「
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
」
が
原
因
で
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
血
圧
・
血
糖
値
な
ど
が
少
し
高
く
な
り
、

そ
れ
ら
が
複
数
重
な
っ
た
状
態
を
言
い
ま

す
。
簡
単
に
言
う
と
、「
肥
満
」
に
な
り
生

活
習
慣
病
に
陥
り
や
す
い
人
の
こ
と
で
す

（
へ
そ
周
り
が
男
性
85
ｃ
ｍ
以
上
、
女
性
90

c
m
以
上
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
）。
こ
の
「
肥
満
」
を
放
っ

て
お
く
と
、
高
脂
血
症
・
高
血
圧
症
・
糖
尿

病
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、
さ
ら
に
動
脈
硬

化
も
進
行
す
る
た
め
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な

心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
と
い
っ
た
大
き
な
病
気

に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
現
代
社

会
に
お
い
て
は
、
栄
養
過
多
・
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で
、
誰
も
が
こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
昔
か

ら
「
風
邪
は
万
病
の
元
」
と
い
い
ま
す
が
、

現
代
で
は
「
メ
タ
ボ
は
万
病
の
元
」
と
云
っ

て
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
予
防
お
よ
び
改
善
の
た
め
の
運
動
や
日
常

生
活
で
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
最
も
大
切
な
こ
と
は
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
1
c
m
で
も
へ

そ
周
り
を
小
さ
く
す
る
努
力
を
し
て
く
だ
さ

い
。
内
臓
脂
肪
は
、「
蓄
積
し
や
す
く
、
燃

焼
し
や
す
い
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

前
々
回
に
紹
介
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳

や
自
転
車
な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
と
て
も
有

効
に
な
り
ま
す
。
あ
ま
り
き
つ
く
な
ら
な
い

程
度
の
運
動
を
20
〜
30
分
続
け
て
行
う
こ
と

で
内
臓
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
万

歩
計
な
ど
を
取
り
入
れ
て
で
き
る
だ
け
多
く

歩
く
よ
う
に
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
階

段
に
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
体

を
動
か
す
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
だ
し
運
動
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

甘
い
ケ
ー
キ
や
揚
げ
物
な
ど
脂
っ
こ
い
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
て
は
何
の
意
味
も
あ

り
ま
せ
ん
。
食
事
も
腹
八
分
目
に
し
て
、
飲

酒
・
喫
煙
を
控
え
る
な
ど
自
己
管
理
を
し
っ

か
り
行
い
、
生
活
習
慣
を
是
正
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
生
活
習
慣
病
は
自

覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
で
、
病
院
で
の
定

期
的
な
検
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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結
核
を
過
去
の
病
気
、
克
服
さ
れ
た

病
気
と
お
考
え
の
方
が
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
十
七
年
の
日

本
の
デ
ー
タ
を
み
ま
す
と
、
新
た
な
結

核
患
者
が
約
３
万
人
発
症
し
、
約
２
千

人
が
結
核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
１

日
平
均
で
は
新
規
患
者
が
約
８
０
人
、

結
核
死
が
約
６
人
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
少
な
い
数
字
で
し
ょ
う
か
？　

結
核
が
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
病
気

で
あ
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
結
核
の
感
染
と
結

核
が
な
く
な
ら
な
い
理
由
、
最
近
の
問

題
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

結
核
は
結
核
菌
と
い
う
目
に
み
え
な

い
ほ
ど
の
細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

ま
ず
、
結
核
菌
が
結
核
患
者
の
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
で
空
気
中
に
放
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
菌
を
他
者
が
吸
い
込
み
、
肺

の
末
梢
ま
で
達
し
、
増
殖
す
る
こ
と
で

感
染
が
成
立
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

空
気
の
換
気
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
れ

ば
、
大
抵
は
空
気
中
で
死
滅
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
吸
い
込
ん
で
も
大
部

分
は
鼻
腔
や
気
管
支
の
粘
膜
で
排
除
さ

れ
ま
す
。

　

不
幸
に
し
て
結
核
に
感
染
し
て
も
す

ぐ
に
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
発
病
す
る
人
は
約
１
割
程
度
で
、

免
疫
（
体
の
抵
抗
力
）
の
出
来
て
い
な

い
乳
幼
児
や
若
年
者
で
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
残
り
の
約
９
割
の
方
は

免
疫
の
働
き
で
結
核
菌
の
増
殖
は
抑
え

ら
れ
、す
ぐ
に
発
病
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

結
核
菌
は
死
滅
せ
ず
に
体
内
で
休
眠
状

態
と
な
り
、
そ
の
人
は
潜
在
感
染
者
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
潜
在
感
染
者
の

免
疫
力
が
低
下
す
る
と
、
結
核
菌
の
活

動
が
再
開
さ
れ
、
発
病
し
ま
す
。
最
近
、

増
加
し
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
潜
在

感
染
者
に
よ
る
発
病
で
す
。
結
核
流
行

期
に
若
い
頃
を
過
ご
し
た
高
齢
者
が
糖

尿
病
や
腎
障
害
を
合
併
し
た
り
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
や
抗
が
ん
剤
を
使
用
す
る
こ

と
な
ど
で
、
免
疫
が
低
下
し
た
時
に
発

病
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
結
核
は
な
く
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

結
核
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
効
果
が
，
子
供
の
粟
粒
結
核
や
髄
膜

炎
の
８
割
位
、
肺
結
核
の
５
割
位
を
防

ぐ
程
度
で
、
完
全
で
は
な
い
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
，二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、

結
核
は
発
病
し
て
も
症
状
が
軽
い
こ
と

が
多
く
、
受
診
が
遅
れ
、
そ
の
間
に
周

り
の
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
三
つ
目
の
理
由
と
し
て
は
、

い
つ
発
病
す
る
か
分
ら
な
い
潜
在
感
染

者
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
の
問
題
と
し
て
、
建
物
の
気
密

化
が
進
み
、
換
気
の
悪
い
部
屋
で
結
核

菌
が
長
い
間
，
空
中
を
浮
遊
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
人
口
が
密

集
す
る
大
都
市
で
は
不
特
定
多
数
へ
の

感
染
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
イ

ズ
の
拡
大
や
結
核
が
多
い
途
上
国
か
ら

の
渡
航
者
の
増
加
、
さ
ら
に
結
核
を
過

去
の
病
気
と
考
え
て
対
策
を
緩
め
れ
ば
、

結
核
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
個
人
的
な
対
策
と
し
て
、

咳
が
長
引
く
場
合
に
は
呼
吸
器
内
科
を

受
診
し
て
、
胸
部
Ⅹ
線
を
撮
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
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科
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INFORMATION（お知らせ）

災害に備えてて！災害に備えて！

渡邊 隆興  医師（外科）

無 料 送 迎 車 運 行 中

１０月から、お世話になっております。

半年間の予定です。よろしくお願いし

ます。

当院では５月より主に外来患者様へのご案内を中心
に、地域のボランティアの方々が活動しています。
活動に加わって下さる新しいお仲間を募集しています。
・活動日数は週１日くらいから
・活動前の研修あり
詳しくは、医療相談室（ボランティア事務局）まで。

●新任医師をご紹介します ●病院ボランティア追加募集

そ
ん
な
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話

ー
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の
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に
い
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で
に
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て
い
る
／
罹
っ
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い
る
か
も
し
れ
な
い
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当院では「病院～山の下～末広橋～桃山町～病院」の経路にて無料送迎車を運行しております。お気軽にご利用下さい。
●運行時間　月～土曜日（但、外来休診日は運休）
　　　　　　病院玄関前発8:30～13:30　( 約 15分間隔 )
●停車場所 ( 病院出発後の運行経路順 )
　　　　　　①桃山町：調剤薬局 前　　
　　　　　　②山の下：大阪屋末広店様 前
　　　　　　③末広橋：国道113号
　　　　　　　　　　　（ 東区役所駐車場の向かい側付近）
　　　　　　④北葉町：新発田信用金庫様 前
　　　　　　⑤秋葉通：割烹内田様 前　
　　　　　　⑥桃山町：JP新潟秋葉町郵便局様 前
　　　　　　⑦臨港病院玄関前

９月１３日（木）午後３時より、
平成１９年度２回目の防災訓練を
約１００名の参加で行ないました。
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あ
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〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
つ
い
て
〜

健
康
コ
ラ
ム
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当
院
は
病
床
1
9
9
床
と
人
工
透
析
30

床
を
有
す
る
医
療
施
設
で
す
。
ご
覧
の
写

真
の
よ
う
な
設
備
を
有
し
、
安
心
し
て
診

療
の
出
来
る
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
災
害
や
環
境
破
壊
が
重
要
視
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
当
院
も
、
重
要
な
設

備
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
に
集
約
し
ま
し
た
。

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
医
療
ガ
ス
、
消
防
、

空
調
設
備
等
常
に
状
態
を
監
視
し
、
適
正

な
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
12
月
22
日
の
新
潟
大
停
電
の

際
は
、
停
電
と
同
時
に
、
発
電
機
２
台
、

無
停
電
電
源
装
置
、
そ
の
他
す
べ
て
順
調

に
運
転
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
対
応
で
き
ま
し
た
。

患
者
様
、
職
員
の
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

人
工
透
析
は
水
を
必
要
と
す
る
施
設
で

１
日
20
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
道
水
が
必
要

で
す
。
常
時
、
非
常
用
の
水
道
水
を

１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
（
約
３
日
分
）
確

保
し
て
い
ま
す
。
対
応
い
か
ん
に
よ
り
、

生
命
に
か
か
わ
る
問
題
に
成
り
か
ね
な
い

と
、
日
ご
ろ
の
管
理
、
訓
練
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
１
日

２
、０
０
０
Ｋ
Ｗ
H
を
発
電
、
排
熱
を
給
湯
、

空
調
に
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
設
備
を
備
え
、
省
エ
ネ
、ＣＯ２

の
削
減
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
患
者
様
、
職
員
と
共
に
、
安
心

し
て
診
療
で
き
る
環
境
を
目
指
し
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
、｢メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
と

い
う
言
葉
を
テ
レ
ビ
の
健
康
番
組
な
ど
で
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
」と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、「
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
」
が
原
因
で
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
血
圧
・
血
糖
値
な
ど
が
少
し
高
く
な
り
、

そ
れ
ら
が
複
数
重
な
っ
た
状
態
を
言
い
ま

す
。
簡
単
に
言
う
と
、「
肥
満
」
に
な
り
生

活
習
慣
病
に
陥
り
や
す
い
人
の
こ
と
で
す

（
へ
そ
周
り
が
男
性
85
ｃ
ｍ
以
上
、
女
性
90

c
m
以
上
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
）。
こ
の
「
肥
満
」
を
放
っ

て
お
く
と
、
高
脂
血
症
・
高
血
圧
症
・
糖
尿

病
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、
さ
ら
に
動
脈
硬

化
も
進
行
す
る
た
め
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な

心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
と
い
っ
た
大
き
な
病
気

に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
現
代
社

会
に
お
い
て
は
、
栄
養
過
多
・
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で
、
誰
も
が
こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
昔
か

ら
「
風
邪
は
万
病
の
元
」
と
い
い
ま
す
が
、

現
代
で
は
「
メ
タ
ボ
は
万
病
の
元
」
と
云
っ

て
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
予
防
お
よ
び
改
善
の
た
め
の
運
動
や
日
常

生
活
で
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
最
も
大
切
な
こ
と
は
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
1
c
m
で
も
へ

そ
周
り
を
小
さ
く
す
る
努
力
を
し
て
く
だ
さ

い
。
内
臓
脂
肪
は
、「
蓄
積
し
や
す
く
、
燃

焼
し
や
す
い
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

前
々
回
に
紹
介
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳

や
自
転
車
な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
と
て
も
有

効
に
な
り
ま
す
。
あ
ま
り
き
つ
く
な
ら
な
い

程
度
の
運
動
を
20
〜
30
分
続
け
て
行
う
こ
と

で
内
臓
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
万

歩
計
な
ど
を
取
り
入
れ
て
で
き
る
だ
け
多
く

歩
く
よ
う
に
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
階

段
に
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
体

を
動
か
す
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
だ
し
運
動
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

甘
い
ケ
ー
キ
や
揚
げ
物
な
ど
脂
っ
こ
い
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
て
は
何
の
意
味
も
あ

り
ま
せ
ん
。
食
事
も
腹
八
分
目
に
し
て
、
飲

酒
・
喫
煙
を
控
え
る
な
ど
自
己
管
理
を
し
っ

か
り
行
い
、
生
活
習
慣
を
是
正
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
生
活
習
慣
病
は
自

覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
で
、
病
院
で
の
定

期
的
な
検
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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結
核
を
過
去
の
病
気
、
克
服
さ
れ
た

病
気
と
お
考
え
の
方
が
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
十
七
年
の
日

本
の
デ
ー
タ
を
み
ま
す
と
、
新
た
な
結

核
患
者
が
約
３
万
人
発
症
し
、
約
２
千

人
が
結
核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
１

日
平
均
で
は
新
規
患
者
が
約
８
０
人
、

結
核
死
が
約
６
人
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
少
な
い
数
字
で
し
ょ
う
か
？　

結
核
が
ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
病
気

で
あ
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と

思
い
ま
す
。
今
回
は
結
核
の
感
染
と
結

核
が
な
く
な
ら
な
い
理
由
、
最
近
の
問

題
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

結
核
は
結
核
菌
と
い
う
目
に
み
え
な

い
ほ
ど
の
細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
す
。

ま
ず
、
結
核
菌
が
結
核
患
者
の
咳
や
く

し
ゃ
み
な
ど
で
空
気
中
に
放
出
さ
れ
ま

す
。
そ
の
菌
を
他
者
が
吸
い
込
み
、
肺

の
末
梢
ま
で
達
し
、
増
殖
す
る
こ
と
で

感
染
が
成
立
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

空
気
の
換
気
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
れ

ば
、
大
抵
は
空
気
中
で
死
滅
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
吸
い
込
ん
で
も
大
部

分
は
鼻
腔
や
気
管
支
の
粘
膜
で
排
除
さ

れ
ま
す
。

　

不
幸
に
し
て
結
核
に
感
染
し
て
も
す

ぐ
に
発
病
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
発
病
す
る
人
は
約
１
割
程
度
で
、

免
疫
（
体
の
抵
抗
力
）
の
出
来
て
い
な

い
乳
幼
児
や
若
年
者
で
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
残
り
の
約
９
割
の
方
は

免
疫
の
働
き
で
結
核
菌
の
増
殖
は
抑
え

ら
れ
、す
ぐ
に
発
病
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

結
核
菌
は
死
滅
せ
ず
に
体
内
で
休
眠
状

態
と
な
り
、
そ
の
人
は
潜
在
感
染
者
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
潜
在
感
染
者
の

免
疫
力
が
低
下
す
る
と
、
結
核
菌
の
活

動
が
再
開
さ
れ
、
発
病
し
ま
す
。
最
近
、

増
加
し
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
潜
在

感
染
者
に
よ
る
発
病
で
す
。
結
核
流
行

期
に
若
い
頃
を
過
ご
し
た
高
齢
者
が
糖

尿
病
や
腎
障
害
を
合
併
し
た
り
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
や
抗
が
ん
剤
を
使
用
す
る
こ

と
な
ど
で
、
免
疫
が
低
下
し
た
時
に
発

病
し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
結
核
は
な
く
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、

結
核
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ

の
効
果
が
，
子
供
の
粟
粒
結
核
や
髄
膜

炎
の
８
割
位
、
肺
結
核
の
５
割
位
を
防

ぐ
程
度
で
、
完
全
で
は
な
い
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
，二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、

結
核
は
発
病
し
て
も
症
状
が
軽
い
こ
と

が
多
く
、
受
診
が
遅
れ
、
そ
の
間
に
周

り
の
人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
三
つ
目
の
理
由
と
し
て
は
、

い
つ
発
病
す
る
か
分
ら
な
い
潜
在
感
染

者
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
の
問
題
と
し
て
、
建
物
の
気
密

化
が
進
み
、
換
気
の
悪
い
部
屋
で
結
核

菌
が
長
い
間
，
空
中
を
浮
遊
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
人
口
が
密

集
す
る
大
都
市
で
は
不
特
定
多
数
へ
の

感
染
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
エ
イ

ズ
の
拡
大
や
結
核
が
多
い
途
上
国
か
ら

の
渡
航
者
の
増
加
、
さ
ら
に
結
核
を
過

去
の
病
気
と
考
え
て
対
策
を
緩
め
れ
ば
、

結
核
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
個
人
的
な
対
策
と
し
て
、

咳
が
長
引
く
場
合
に
は
呼
吸
器
内
科
を

受
診
し
て
、
胸
部
Ⅹ
線
を
撮
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

内
科（
呼
吸
器
科
）医
師　

坂　

井　

邦　

彦

INFORMATION（お知らせ）

災害に備えてて！災害に備えて！

渡邊 隆興  医師（外科）

無 料 送 迎 車 運 行 中

１０月から、お世話になっております。

半年間の予定です。よろしくお願いし

ます。

当院では５月より主に外来患者様へのご案内を中心
に、地域のボランティアの方々が活動しています。
活動に加わって下さる新しいお仲間を募集しています。
・活動日数は週１日くらいから
・活動前の研修あり
詳しくは、医療相談室（ボランティア事務局）まで。

●新任医師をご紹介します ●病院ボランティア追加募集

そ
ん
な
結
核
の
話

ー
あ
な
た
の
そ
ば
に
い
る
／
す
で
に
持
っ
て
い
る
／
罹
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

ー

当院では「病院～山の下～末広橋～桃山町～病院」の経路にて無料送迎車を運行しております。お気軽にご利用下さい。
●運行時間　月～土曜日（但、外来休診日は運休）
　　　　　　病院玄関前発8:30～13:30　( 約 15分間隔 )
●停車場所 ( 病院出発後の運行経路順 )
　　　　　　①桃山町：調剤薬局 前　　
　　　　　　②山の下：大阪屋末広店様 前
　　　　　　③末広橋：国道113号
　　　　　　　　　　　（ 東区役所駐車場の向かい側付近）
　　　　　　④北葉町：新発田信用金庫様 前
　　　　　　⑤秋葉通：割烹内田様 前　
　　　　　　⑥桃山町：JP新潟秋葉町郵便局様 前
　　　　　　⑦臨港病院玄関前

９月１３日（木）午後３時より、
平成１９年度２回目の防災訓練を
約１００名の参加で行ないました。
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当
院
は
病
床
1
9
9
床
と
人
工
透
析
30

床
を
有
す
る
医
療
施
設
で
す
。
ご
覧
の
写

真
の
よ
う
な
設
備
を
有
し
、
安
心
し
て
診

療
の
出
来
る
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
災
害
や
環
境
破
壊
が
重
要
視
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
当
院
も
、
重
要
な
設

備
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
に
集
約
し
ま
し
た
。

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
医
療
ガ
ス
、
消
防
、

空
調
設
備
等
常
に
状
態
を
監
視
し
、
適
正

な
対
応
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
12
月
22
日
の
新
潟
大
停
電
の

際
は
、
停
電
と
同
時
に
、
発
電
機
２
台
、

無
停
電
電
源
装
置
、
そ
の
他
す
べ
て
順
調

に
運
転
し
ま
し
た
。
皆
様
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
対
応
で
き
ま
し
た
。

患
者
様
、
職
員
の
協
力
の
賜
物
と
感
謝
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

人
工
透
析
は
水
を
必
要
と
す
る
施
設
で

１
日
20
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
道
水
が
必
要

で
す
。
常
時
、
非
常
用
の
水
道
水
を

１
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
（
約
３
日
分
）
確

保
し
て
い
ま
す
。
対
応
い
か
ん
に
よ
り
、

生
命
に
か
か
わ
る
問
題
に
成
り
か
ね
な
い

と
、
日
ご
ろ
の
管
理
、
訓
練
の
大
切
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
１
日

２
、０
０
０
Ｋ
Ｗ
H
を
発
電
、
排
熱
を
給
湯
、

空
調
に
利
用
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
設
備
を
備
え
、
省
エ
ネ
、ＣＯ２

の
削
減
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
患
者
様
、
職
員
と
共
に
、
安
心

し
て
診
療
で
き
る
環
境
を
目
指
し
日
々
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
、｢メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
と

い
う
言
葉
を
テ
レ
ビ
の
健
康
番
組
な
ど
で
よ

く
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
」と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、「
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
」
が
原
因
で
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
・
血
圧
・
血
糖
値
な
ど
が
少
し
高
く
な
り
、

そ
れ
ら
が
複
数
重
な
っ
た
状
態
を
言
い
ま

す
。
簡
単
に
言
う
と
、「
肥
満
」
に
な
り
生

活
習
慣
病
に
陥
り
や
す
い
人
の
こ
と
で
す

（
へ
そ
周
り
が
男
性
85
ｃ
ｍ
以
上
、
女
性
90

c
m
以
上
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
）。
こ
の
「
肥
満
」
を
放
っ

て
お
く
と
、
高
脂
血
症
・
高
血
圧
症
・
糖
尿

病
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
、
さ
ら
に
動
脈
硬

化
も
進
行
す
る
た
め
、
命
に
関
わ
る
よ
う
な

心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
と
い
っ
た
大
き
な
病
気

に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
現
代
社

会
に
お
い
て
は
、
栄
養
過
多
・
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で
、
誰
も
が
こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

症
候
群
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
昔
か

ら
「
風
邪
は
万
病
の
元
」
と
い
い
ま
す
が
、

現
代
で
は
「
メ
タ
ボ
は
万
病
の
元
」
と
云
っ

て
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
予
防
お
よ
び
改
善
の
た
め
の
運
動
や
日
常

生
活
で
の
注
意
点
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
最
も
大
切
な
こ
と
は
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。
1
c
m
で
も
へ

そ
周
り
を
小
さ
く
す
る
努
力
を
し
て
く
だ
さ

い
。
内
臓
脂
肪
は
、「
蓄
積
し
や
す
く
、
燃

焼
し
や
す
い
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

前
々
回
に
紹
介
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳

や
自
転
車
な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
と
て
も
有

効
に
な
り
ま
す
。
あ
ま
り
き
つ
く
な
ら
な
い

程
度
の
運
動
を
20
〜
30
分
続
け
て
行
う
こ
と

で
内
臓
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
万

歩
計
な
ど
を
取
り
入
れ
て
で
き
る
だ
け
多
く

歩
く
よ
う
に
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
階

段
に
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
体

を
動
か
す
よ
う
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
た
だ
し
運
動
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、

甘
い
ケ
ー
キ
や
揚
げ
物
な
ど
脂
っ
こ
い
も
の

を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
て
は
何
の
意
味
も
あ

り
ま
せ
ん
。
食
事
も
腹
八
分
目
に
し
て
、
飲

酒
・
喫
煙
を
控
え
る
な
ど
自
己
管
理
を
し
っ

か
り
行
い
、
生
活
習
慣
を
是
正
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
最
後
に
、
生
活
習
慣
病
は
自

覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
で
、
病
院
で
の
定

期
的
な
検
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。



大学医師

～当院の外来休診日～　・第1・3土曜日　・日曜、祝祭日　・土曜の午後　・年末年始（12／30～1／3）　・創立記念日の午後（5月 22 日）　・8月13日

１3：00～16：00

午　前

午後※
耳鼻咽喉科 大学医師大学医師

ー 大学医師 大学医師 大学医師ーーー
ー

ー
ーー

※午後（水・金）の診療時間は13：30～16：00

　8：30～11：00

１3：00～16：30

午　前

午後※
歯科口腔外科 ＊岡野大学医師

岡　野 岡　野 岡　野 岡　野岡　野岡　野岡　野
岡　野

岡　野
岡　野岡　野

※午後の診療時間は14：00～16：30　＊第4金曜日午後休診

　8：30～11：30

午　前泌尿器科 ー ー

ー

ー

午　前眼　　科 大学医師大学医師大学医師ー大学医師

※土曜日診療医師は交代

　8：30～11：30

ー

午　前外科・肛門科 大学医師※2
畠　山 渡　邊 畠　山 渡　邊

ー

小　林渡　邊
小林※2

小　林
渡邊※3飯合※1

※1の診察は10：00から　※2の診察は11：00から　※3の診察は10：30から
　8：30～11：30

大学医師ー大学医師ー　8：30～11：30

午　前皮 膚 科 坂　本 ー

ー

ー

ー坂　本坂　本ー　8：30～11：30

午　前
産婦人科

西　山 西　山 西　山 西　山西　山西　山西　山西　山　8：30～11：30

午　前脳 外 科 ー ーーーー　8：30～11：00

午後※
西　山 ー西　山西　山ー

１3：00～16：30
※午後（火～木）の診療時間は14：00～16：30

時間帯診療科 金 第2土 第5土第4土木水火月受付時間

午　前整形外科
鈴木（順） 鈴木（順）※  湊※  外山※鈴木（順）鈴木（順）外　山鈴木（順）
外　山湊外　山湊湊

　8：30～11：30

夕方※

午後※

内　科
〈　〉は専門外来

15：30～16：30

予約制

午　前 8：30～11：30

※夕方（月・水・金）の診療時間は16：00～

※霜鳥医師・小柳医師・大澤医師の診察は9：30から

寺　田 坂井／霜鳥 大澤／小柳

※午後（月～金）の診療時間は13：30～16：00
※火曜（小柳医師）は隔週

大学医師〈睡眠時無呼吸症候群（SAS）外来〉

ー ー

ー ーー

ー

岡　田

ー

風　間
小　柳 大　澤 ー小柳※ ー

ー ーー ーー

寺　田 霜鳥※ 寺　田寺　田 寺　田 寺　田寺　田

藤　田 藤　田藤　田 藤　田

大澤※ 小柳※ 小柳※大澤※ 小柳※
大学医師 大学医師 大学医師坂　井 坂　井

風　間 上　原 鈴木（裕）鈴木（裕） 上　原 上　原

霜鳥※
岡　田 ー ーー 岡　田 星　野星　野 ー
ー 中　俣 ーー ー ーー ー

霜鳥※
ー

大澤※

ー

大澤※
鈴木（裕）大学医師

ー ー 坂　井ー
霜　鳥 ー ー寺　田 寺　田

■ 新潟臨港病院 診療案内

　
「
ど
ん
だ
け
ー
」と
言
い
た
く
な
る
ほ

ど
続
い
た
猛
暑
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た

ら
、途
端
に
朝
晩
中
心
に
肌
寒
い
ほ
ど
の

気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。新
潟
の
秋
は
、

ほ
ん
の
束
の
間
…
。雪
が
降
り
出
す
ま
で

の
貴
重
な
時
間
を
、是
非
満
喫
し
た
い
も

の
で
す
。

　

そ
し
て
、今
年
の
広
報「
み
な
と
」の
発

行
は
、今
号
で
最
後
と
な
り
ま
す
。次
に

お
届
け
す
る
の
は
早
く
も
平
成
２
０
年
の

新
春
号
…
年
明
け
１
月
４
日
に
発
行
予

定
で
す
。「
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
」と
言
わ

ず
是
非
次
号
も
お
読
み
下
さ
い
。

　
（
本
年
最
終
号
な
の
で
、今
年
の
流
行

語
と
共
に
編
集
後
記
を
お
届
け
し
ま
し

た
…
早
っ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

ご意見・ご感想など大募集！

編
集
後
記

■発行 : 平成19年（2007年）10月25日
■編集 : 新潟臨港病院 広報委員会　
　〒950-0051 新潟市東区桃山町1丁目114番地3
　TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560
　URL http://www.rinko-hp.com

新潟臨港病院 広報誌 みなと No.11

当広報誌では、読者の皆さんからのご意見やご感想をお待ちしております。
お気軽に広報委員会までお寄せ下さい。

平成19年10月現在

・当日受付で2科受診される方は10：30までに受付においでください。

当院は（財）日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

渡邊※3 ー
畠　山

ー ー

ー ー

ー

古紙パルプ配合率70%再生紙を使用し、
環境にやさしい植物性大豆インキを使用しております

看護部長　田中　里子

臨港病院は看護師を募集しています

【給　与】
【待　遇】

【休　日】
【応　募】

経験年数・能力考慮、当院規定により優遇
昇給年１回、賞与年２回、各社会保険完備
交通費、住宅手当
４週7休、夏期、年末年始
電話またはメールでご連絡ください。
※日勤のみ・パートを希望する方も相談に応じます。

看護師募集看護師募集

TEL025-274-5331 担当  事務部  総務課

URL http://www.rinko-hp.com    E-mail  rh-master@rinko-hp.com

看護部の紹介
皆様こんにちは。
　当院の看護職員は、保健師、看護師、准看護師、看護補助者の総勢約１５０名で構成されており、
夜勤や当直、待機番などで２４時間切れ目のない連携を保っております。
　さて、看護師は夜勤をすることはよく知られているのですが、一般的にはどんな仕事をするのか
あまり知られていないと感じておりますので、少しお話したいと思います。
　仕事内容は大きく分けて２つあります。注射・点滴、検査の介助などの診療の補助業務と、個々
の疾患や状況に応じた日常生活の援助をする業務があります。具体的には清潔、食事、排泄、睡眠、
起きる（座る、立つ、歩く）などの援助や指導をします。業務内容は数多くありますが、それでも
私たちにできることはほんの少しだけで、患者様が本来持っている力を出していただけるようにお
手伝いするのが役割でもあります。
　そんな看護師は大変勉強家でもあります。当院の看護師も同様で、患者様の為にも自分の為にも
“エーンヤコラ”と看護部全職員には日々躍進の為、終わりのない研修制度が用意されております。
研修内容は看護部教育委員会が企画します。社会人としてのマナー、看護技術、研究、リーダーシッ
プなどなど。別名メビウスの輪（帯）などと称され疎まれていた時期もありましたが、最近は他の
職種からも協力をして頂いたりと研修にも幅がでて成長したように感じています。その結果は教育
委員会や患者様から評価して頂き、次のステップにつなげております。
　今後の課題として、人員の確保があげられますが、現状の職員を大切にし、またこれから就職希
望の看護師さんには、当院の地域性や良いところを感じていただけたらと思っています。
　最後に、常日頃から皆様のご意見やご指摘、お褒めのお言葉など、全て私たちの糧となっており
ます。どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

研修時の様子 看護研究発表会

･地域に貢献する病院
理　　念

基本方針
･地域に根ざしたトータル医療の提供
･生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
･予防医療の推進
･プライマリケアの実現
･ゆとりある空間の提供
･朗らかで明るい職場づくり

11
No

副
院
長　

寺　

 

田　

治　

 

男

頑
張
ろ
う　

新
潟
！

　

新
潟
県
は
住
み
よ
い
と
こ
ろ
だ
。
面
積
は
大
き
く
産
物
に
も
恵
ま
れ
、
交
通
網

は
発
達
し
、
冬
の
お
天
気
を
除
け
ば
全
国
の
平
均
点
を
は
る
か
に
上
回
る
。

　

し
か
し
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
な
い
こ
と

に
も
な
る
。周
辺
の
ど
の
県
に
関
心
が
あ
る
か
・
親
し
み
を
感
じ
る
か
と
尋
ね
て
も
、

即
答
で
き
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。大
き
な
県
で
あ
り
な
が
ら
関
東
甲
信
越
で
あ
っ

た
り
、
東
北
7
県
、
北
陸
4
県
な
ど
ど
の
区
分
に
も
入
っ
て
し
ま
う
没
個
性
的
な

県
で
あ
る
。
関
東
甲
信
と
は
気
質
が
明
ら
か
に
違
い
、
富
山
・
石
川
・
福
井
と
は

文
化
圏
が
違
い
、
東
北
6
県
に
対
し
て
は
や
や
西
に
あ
る
だ
け
な
の
に
、
多
少
優

越
感
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
真
ん
中
の
新
潟
市
は
交
通
の
要
衝
・
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
政
令
指
定
都

市
と
し
て
益
々
発
展
す
る
だ
ろ
う
と
、
大
方
の
人
た
ち
は
思
っ
て
い
る
。
建
物
の

大
き
さ
や
数
、
店
舗
の
多
さ
賑
わ
い
か
ら
も
、
本
州
日
本
海
側
で
は
N
o
・
1
の

都
会
と
自
慢
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
内
容
と
将
来
性
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

新
潟
市
は
独
自
の
文
化
を
持
た
ず
、
目
指
す
の
は
差
し
詰
め
ミ
ニ
東
京
と
い
う

危
う
さ
を
感
じ
る
。
北
陸
新
幹
線
な
ど
将
来
の
発
展
性
を
先
読
み
し
て
の
こ
と
か
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
の
支
社
は
大
分
前
か
ら
、
日
本
海
側
の
拠
点
を
新
潟
か
ら
金

沢
に
移
し
て
い
る
。
先
日
金
沢
を
訪
れ
、
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
街
の
見
事
さ
に
（
新

潟
市
は
）
既
に
負
け
て
い
る
と
実
感
し
た
。
文
化
は
と
う
に
負
け
て
い
る
し
「
食
」

も
大
分
水
を
あ
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
伝
統
と
発
展
を
調
和
さ
せ
る
と
て
も
い
い
セ

ン
ス
を
も
っ
て
お
り
、
た
だ
目
新
し
い
も
の
や
は
っ
た
り
に
は
騙
さ
れ
な
い
の
だ
。

　

わ
が
県
は
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
東
北
7
県
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
か
ら
、
今
か
ら
山
形
県
・
福
島
県
と
手
を
組
ん
で
生
き
残
り
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。地
場
産
業
は
山
形
県
が
、地
域
医
療
は
福
島
県
が
頑
張
っ
て
い
る
。

新
潟
県
が
近
県
に
誇
れ
る
も
の
は
お
米
だ
け
?
な
け
れ
ば
何
か
を
造
ら
な
け
れ
ば
。

禅林寺 永観堂（京都市左京区）　撮影 : 霜鳥　孝 院長



大学医師

～当院の外来休診日～　・第1・3土曜日　・日曜、祝祭日　・土曜の午後　・年末年始（12／30～1／3）　・創立記念日の午後（5月 22 日）　・8月13日

１3：00～16：00

午　前

午後※
耳鼻咽喉科 大学医師大学医師

ー 大学医師 大学医師 大学医師ーーー
ー

ー
ーー

※午後（水・金）の診療時間は13：30～16：00

　8：30～11：00

１3：00～16：30

午　前

午後※
歯科口腔外科 ＊岡野大学医師

岡　野 岡　野 岡　野 岡　野岡　野岡　野岡　野
岡　野

岡　野
岡　野岡　野

※午後の診療時間は14：00～16：30　＊第4金曜日午後休診

　8：30～11：30

午　前泌尿器科 ー ー

ー

ー

午　前眼　　科 大学医師大学医師大学医師ー大学医師

※土曜日診療医師は交代

　8：30～11：30

ー

午　前外科・肛門科 大学医師※2
畠　山 渡　邊 畠　山 渡　邊

ー

小　林渡　邊
小林※2

小　林
渡邊※3飯合※1

※1の診察は10：00から　※2の診察は11：00から　※3の診察は10：30から
　8：30～11：30

大学医師ー大学医師ー　8：30～11：30

午　前皮 膚 科 坂　本 ー

ー

ー

ー坂　本坂　本ー　8：30～11：30

午　前
産婦人科

西　山 西　山 西　山 西　山西　山西　山西　山西　山　8：30～11：30

午　前脳 外 科 ー ーーーー　8：30～11：00

午後※
西　山 ー西　山西　山ー

１3：00～16：30
※午後（火～木）の診療時間は14：00～16：30

時間帯診療科 金 第2土 第5土第4土木水火月受付時間

午　前整形外科
鈴木（順） 鈴木（順）※  湊※  外山※鈴木（順）鈴木（順）外　山鈴木（順）
外　山湊外　山湊湊

　8：30～11：30

夕方※

午後※

内　科
〈　〉は専門外来

15：30～16：30

予約制

午　前 8：30～11：30

※夕方（月・水・金）の診療時間は16：00～

※霜鳥医師・小柳医師・大澤医師の診察は9：30から

寺　田 坂井／霜鳥 大澤／小柳

※午後（月～金）の診療時間は13：30～16：00
※火曜（小柳医師）は隔週

大学医師〈睡眠時無呼吸症候群（SAS）外来〉

ー ー

ー ーー

ー

岡　田

ー

風　間
小　柳 大　澤 ー小柳※ ー

ー ーー ーー

寺　田 霜鳥※ 寺　田寺　田 寺　田 寺　田寺　田

藤　田 藤　田藤　田 藤　田

大澤※ 小柳※ 小柳※大澤※ 小柳※
大学医師 大学医師 大学医師坂　井 坂　井

風　間 上　原 鈴木（裕）鈴木（裕） 上　原 上　原

霜鳥※
岡　田 ー ーー 岡　田 星　野星　野 ー
ー 中　俣 ーー ー ーー ー

霜鳥※
ー

大澤※

ー

大澤※
鈴木（裕）大学医師

ー ー 坂　井ー
霜　鳥 ー ー寺　田 寺　田

■ 新潟臨港病院 診療案内

　
「
ど
ん
だ
け
ー
」と
言
い
た
く
な
る
ほ

ど
続
い
た
猛
暑
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た

ら
、途
端
に
朝
晩
中
心
に
肌
寒
い
ほ
ど
の

気
候
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。新
潟
の
秋
は
、

ほ
ん
の
束
の
間
…
。雪
が
降
り
出
す
ま
で

の
貴
重
な
時
間
を
、是
非
満
喫
し
た
い
も

の
で
す
。

　

そ
し
て
、今
年
の
広
報「
み
な
と
」の
発

行
は
、今
号
で
最
後
と
な
り
ま
す
。次
に

お
届
け
す
る
の
は
早
く
も
平
成
２
０
年
の

新
春
号
…
年
明
け
１
月
４
日
に
発
行
予

定
で
す
。「
そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ
」と
言
わ

ず
是
非
次
号
も
お
読
み
下
さ
い
。

　
（
本
年
最
終
号
な
の
で
、今
年
の
流
行

語
と
共
に
編
集
後
記
を
お
届
け
し
ま
し

た
…
早
っ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

ご意見・ご感想など大募集！

編
集
後
記

■発行 : 平成19年（2007年）10月25日
■編集 : 新潟臨港病院 広報委員会　
　〒950-0051 新潟市東区桃山町1丁目114番地3
　TEL 025-274-5331（代）　FAX 025-274-4560
　URL http://www.rinko-hp.com

新潟臨港病院 広報誌 みなと No.11

当広報誌では、読者の皆さんからのご意見やご感想をお待ちしております。
お気軽に広報委員会までお寄せ下さい。

平成19年10月現在

・当日受付で2科受診される方は10：30までに受付においでください。

当院は（財）日本医療機能評価機構の
医療機能評価認定病院です

渡邊※3 ー
畠　山

ー ー

ー ー

ー

古紙パルプ配合率70%再生紙を使用し、
環境にやさしい植物性大豆インキを使用しております

看護部長　田中　里子

臨港病院は看護師を募集しています

【給　与】
【待　遇】

【休　日】
【応　募】

経験年数・能力考慮、当院規定により優遇
昇給年１回、賞与年２回、各社会保険完備
交通費、住宅手当
４週7休、夏期、年末年始
電話またはメールでご連絡ください。
※日勤のみ・パートを希望する方も相談に応じます。

看護師募集看護師募集

TEL025-274-5331 担当  事務部  総務課

URL http://www.rinko-hp.com    E-mail  rh-master@rinko-hp.com

看護部の紹介
皆様こんにちは。
　当院の看護職員は、保健師、看護師、准看護師、看護補助者の総勢約１５０名で構成されており、
夜勤や当直、待機番などで２４時間切れ目のない連携を保っております。
　さて、看護師は夜勤をすることはよく知られているのですが、一般的にはどんな仕事をするのか
あまり知られていないと感じておりますので、少しお話したいと思います。
　仕事内容は大きく分けて２つあります。注射・点滴、検査の介助などの診療の補助業務と、個々
の疾患や状況に応じた日常生活の援助をする業務があります。具体的には清潔、食事、排泄、睡眠、
起きる（座る、立つ、歩く）などの援助や指導をします。業務内容は数多くありますが、それでも
私たちにできることはほんの少しだけで、患者様が本来持っている力を出していただけるようにお
手伝いするのが役割でもあります。
　そんな看護師は大変勉強家でもあります。当院の看護師も同様で、患者様の為にも自分の為にも
“エーンヤコラ”と看護部全職員には日々躍進の為、終わりのない研修制度が用意されております。
研修内容は看護部教育委員会が企画します。社会人としてのマナー、看護技術、研究、リーダーシッ
プなどなど。別名メビウスの輪（帯）などと称され疎まれていた時期もありましたが、最近は他の
職種からも協力をして頂いたりと研修にも幅がでて成長したように感じています。その結果は教育
委員会や患者様から評価して頂き、次のステップにつなげております。
　今後の課題として、人員の確保があげられますが、現状の職員を大切にし、またこれから就職希
望の看護師さんには、当院の地域性や良いところを感じていただけたらと思っています。
　最後に、常日頃から皆様のご意見やご指摘、お褒めのお言葉など、全て私たちの糧となっており
ます。どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

研修時の様子 看護研究発表会

･地域に貢献する病院
理　　念

基本方針
･地域に根ざしたトータル医療の提供
･生活習慣病や高齢化社会に対応した医療の提供
･予防医療の推進
･プライマリケアの実現
･ゆとりある空間の提供
･朗らかで明るい職場づくり

11
No

副
院
長　

寺　
 

田　

治　

 

男

頑
張
ろ
う　

新
潟
！

　

新
潟
県
は
住
み
よ
い
と
こ
ろ
だ
。
面
積
は
大
き
く
産
物
に
も
恵
ま
れ
、
交
通
網

は
発
達
し
、
冬
の
お
天
気
を
除
け
ば
全
国
の
平
均
点
を
は
る
か
に
上
回
る
。

　

し
か
し
満
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
な
い
こ
と

に
も
な
る
。周
辺
の
ど
の
県
に
関
心
が
あ
る
か
・
親
し
み
を
感
じ
る
か
と
尋
ね
て
も
、

即
答
で
き
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。大
き
な
県
で
あ
り
な
が
ら
関
東
甲
信
越
で
あ
っ

た
り
、
東
北
7
県
、
北
陸
4
県
な
ど
ど
の
区
分
に
も
入
っ
て
し
ま
う
没
個
性
的
な

県
で
あ
る
。
関
東
甲
信
と
は
気
質
が
明
ら
か
に
違
い
、
富
山
・
石
川
・
福
井
と
は

文
化
圏
が
違
い
、
東
北
6
県
に
対
し
て
は
や
や
西
に
あ
る
だ
け
な
の
に
、
多
少
優

越
感
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
真
ん
中
の
新
潟
市
は
交
通
の
要
衝
・
経
済
の
中
心
で
あ
り
、
政
令
指
定
都

市
と
し
て
益
々
発
展
す
る
だ
ろ
う
と
、
大
方
の
人
た
ち
は
思
っ
て
い
る
。
建
物
の

大
き
さ
や
数
、
店
舗
の
多
さ
賑
わ
い
か
ら
も
、
本
州
日
本
海
側
で
は
N
o
・
1
の

都
会
と
自
慢
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
内
容
と
将
来
性
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

新
潟
市
は
独
自
の
文
化
を
持
た
ず
、
目
指
す
の
は
差
し
詰
め
ミ
ニ
東
京
と
い
う

危
う
さ
を
感
じ
る
。
北
陸
新
幹
線
な
ど
将
来
の
発
展
性
を
先
読
み
し
て
の
こ
と
か
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
の
支
社
は
大
分
前
か
ら
、
日
本
海
側
の
拠
点
を
新
潟
か
ら
金

沢
に
移
し
て
い
る
。
先
日
金
沢
を
訪
れ
、
新
し
い
オ
フ
ィ
ス
街
の
見
事
さ
に
（
新

潟
市
は
）
既
に
負
け
て
い
る
と
実
感
し
た
。
文
化
は
と
う
に
負
け
て
い
る
し
「
食
」

も
大
分
水
を
あ
け
ら
れ
た
。
彼
ら
は
伝
統
と
発
展
を
調
和
さ
せ
る
と
て
も
い
い
セ

ン
ス
を
も
っ
て
お
り
、
た
だ
目
新
し
い
も
の
や
は
っ
た
り
に
は
騙
さ
れ
な
い
の
だ
。

　

わ
が
県
は
、
北
陸
新
幹
線
が
開
通
す
れ
ば
東
北
7
県
に
属
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
か
ら
、
今
か
ら
山
形
県
・
福
島
県
と
手
を
組
ん
で
生
き
残
り
策
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。地
場
産
業
は
山
形
県
が
、地
域
医
療
は
福
島
県
が
頑
張
っ
て
い
る
。

新
潟
県
が
近
県
に
誇
れ
る
も
の
は
お
米
だ
け
?
な
け
れ
ば
何
か
を
造
ら
な
け
れ
ば
。

禅林寺 永観堂（京都市左京区）　撮影 : 霜鳥　孝 院長




